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[目的]カドミウム(Cd)吸収に関するリスク予測技術の確立が急務

となっているものの，畑作物のCd吸収量の予測手法は確立され

ていない．そこで，しゅんぎくを用いて本予測技術を確立するた

めの基礎的知見を得る． 
[方法]1/5000a ワグネルポットに腐植質黒ボク土または細粒

質灰色低地土を充填し，硝酸カドミウム溶液を Cd 含有率で

0, 1 または 5 mgkg-1相当量添加後，7 か月間養生した．その

後，塩化物イオンまたは硫酸イオン濃度を調整するため塩化

カルシウムまたは硫酸カルシウムを，さらに肥料として硝酸

アンモニウム，リン酸カルシウムおよびリン酸カリウムを添

加した．しゅんぎくをは種し，3 か月間栽培しその間に地上

部(腋芽)を 3 回収穫し，乾燥後質量および Cd 含有率を測定

した．またポット土壌中に埋設した土壌溶液採取チューブか

ら，栽培期間中に 5 回土壌溶液を採取し Cd および主なイオ

ンの濃度を測定した． 
[結果および考察] 
(1)土壌溶液 Cd 濃度としゅんぎくの Cd 吸収量の関係は，腐

植質黒ボク土および細粒質灰色低地土で単一の曲線を描き，

しゅんぎくによる Cd 吸収量は土壌類型の違いに拘わらず，

土壌溶液中 Cd 濃度に規定されることが示された．またこの

曲線は，土壌溶液 Cd 濃度 5mgL-1以下で能動的，それ以上で

受動的吸収をする単一の養分吸収モデルで説明された． 
(2)一方，土壌への Cd 吸脱着モデルに基づき log(Cd2+)と
logQCd-pH の関係を作図すると，土壌の種類毎に傾き 1 の直

線的な関係が得られ，モデルの妥当性が示された．本回帰直

線の Y 切片は，土壌類型毎に固有の値である吸脱着係数の対

数値で，土壌類型毎に明らかにすることにより，土壌の Cd
含有率と pH から土壌溶液 Cd 活動度が推定できる． 

(3)(1)および(2)に
示した二種の関

係により，土壌の

Cd 含有率，土壌

の Cd 吸脱着特性，

pH および作物の

吸収特性から畑

作物の Cd 吸収量

予測が可能であ

る． 

 , Andosol; ,Gray Lowland soil; Ucd, fitting curve for total Cd uptake (UcdSat + UcdnonSat); Usat, fitting 
curve for saturable Cd uptake; UnonSat, fitting curve for non-saturable Cd uptake 
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